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２
０
０
６
年
度
後
期
講
座
の
募
集
が

始
ま
り
ま
す
。
募
集
案
内
の
冊
子
は
、

７
月　

日
か
ら
、
市
役
所
本
庁
舎
、
森

２１

野
分
庁
舎
、
各
図
書
館
、
各
市
民
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
主
な
市
の
施
設
で
配
布
し

ま
す
。
学
び
を
通
し
て
新
し
い
出
会
い

が
で
き
る
市
民
大
学
で
一
緒
に
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

〈
申
し
込
み
〉

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

で
、
毎
回
出
席
可
能
（
特
別
な
事
情
を

除
く
）
な
方 

※
た
だ
し
、
「
陶
芸
入
門
講
座
」
は
初

め
て
受
講
の
方
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、

「
町
田
の
郷
土
史
Ⅱ
（
明
治
か
ら
現
代

ま
で
）
」
は
応
募
者
多
数
の
場
合
、
初

め
て
受
講
さ
れ
る
方
が
優
先
と
な
り
ま

す
。

○
参
加
費　

「
陶
芸
入
門
講
座
」
は
１

万
円
、
そ
の
他
は
２
千
円

○
申
し
込
み　

募
集
案
内
添
付
の
往
復

ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
市
販
の
往
復
ハ
ガ
キ

に
希
望
す
る
講
座
名
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
職
業
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
返
信
用
に
も
あ
て
先

を
書
い
て
、
８
月　

日
ま
で
（
必
着
）

１８

に
ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
（
〒　
１９４

－

０
０
２
２
、
町
田
市
森
野
１－

　

－３３

　

、
森
野
分
庁
舎
内
）
へ
郵
送
し
て
下

１０さ
い
。

※
申
込
者
本
人
の
受
講
に
限
り
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
映
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
星
の
魅
力
を
紹

介
し
ま
す
。

○
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
影
時
間　

午
前

　

時　

分
、
午
後
１
時　

分
、
２
時　

１０

３０

３０

３０

分
（
各
回　

分
〜　

分
）

１５

２０

※
８
月　

日
は
投
映
し
ま
せ
ん
。

２７

○
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

３０

【
講
演
会
】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

〈
宇
宙
と
人
類　

五
つ
の
歴
史
〉

○
日
時　

８
月　

日
（
日
）
午
後
１
時

２０

　

分
か
ら

３０○
講
師　

国
立
天
文
台
す
ば
る
室
教
授

・
野
口
邦
男
氏

〈
野
尻
抱
影
の
世
界
〉

○
日
時　

８
月　

日
（
土
）
午
後
１
時

２６

　

分
か
ら

３０○
講
師　

野
尻
抱
影
研
究
家
・
児
玉
光

義
氏

【
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
解
体
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
】

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
内
部
を
お
見
せ

し
ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
期
日　

８
月　

日
（
土
）
、　

日

１９

２７

（
日
）

○
時
間　

①
午
前　

時
②
午
後
３
時

１１

【
望
遠
鏡
を
つ
く
ろ
う
】

○
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
校
中
高
学

年
の
方
、
親
子
参
加
も
可

○
期
日　

８
月
５
日
（
土
）
、　

日
１０

（
木
）

○
時
間　

①
午
前　

時
②
午
後
３
時

１１

○
定
員　

各　

人
（
抽
選
）

１５

○
費
用　

１
５
０
０
円
（
キ
ッ
ト
代
、

当
日
徴
収
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
日

時
・
住
所
・
氏
名
・
学
年
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
８
月
１
日
ま
で
（
必
着
）

に
町
田
市
立
博
物
館
（
〒　

－

０
０
３

１９４

２
、
本
町
田
３
５
６
２
）
へ
。

【
夏
休
み
子
ど
も
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
】

　

３
歳
〜
中
学
生
を
対
象
に
、
会
期

中
、
展
覧
会
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
市
立
博

物
館
、
中
央
図
書
館
、
東
急
町
田
ス
タ

ー
ホ
ー
ル
に
設
置
し
て
あ
る
ス
タ
ン
プ

を
集
め
る
と
、
ス
タ
ー
ホ
ー
ル
の
招
待

券
に
な
り
ま
す
！

□問
 

町
田
市
立
博
物
館
11
７
２
６
・
１
５

３
１

時間：午後６時３０分～午後
８時３０分（例外あり）・会
場：森野分庁舎・定員６０人

「町田の郷土史Ⅱ」
明治から現代まで

　町田の歴史を学ぶための入門的な講座です。郷土史を知る上で明治
から現代まで必要な事柄を時代をおって学習していきます。

講　師テーマ・内容期日
（市民大学推進係） 
町田地方史研究会会員
 飯田俊郎

（オリエンテーション） 
基調講義 
「町田市の特徴－どんなまちか! ?」

９／１４
（木）

東京成徳大学教授 鶴巻孝雄
明治維新と町田
－戊辰戦争・文明開化・自
由民権運動－

９／２１
（木）

女性史研究家 江刺昭子町田の女性と若者 
－石阪美那、登志を中心に－

９／２８
（木）

自由民権資料館学芸員
明治後期から大正の町田 
－東京府移管・戦争・青年
文芸運動－

１０／５
（木）

町田市文化財保護審議会委員
 薄井清

大正時代の町田 
－関東大震災を考える－

１０／１２
（木）

自由民権資料館学芸員
現地学習「目で確かめる町
田の歴史」
－自由民権資料館　他－

１０／１５
（日）

町田地方史研究会会員
 森山兼光

絹の道と原町田
－市場から商店街へ－

１０／２６
（木）

元町田市戦時資料収集委員会委員
 　森山兼光

戦争時代の町田
－軍事施設・空襲－

１１／２
（木）

町田市文化財保護審議会委員
薄井清

純農村から住宅団地都市へ 
－養蚕・三ツ葉・酪農・農
住団地－

１１／９
（木）

財）町田市文化・国際交流財団
専務理事 森口克弘

町田市の誕生 
－多摩丘陵にはばたく市民
文化都市へ－

１１／１６
（木）

町田市立博物館副館長民俗の変貌
－町田の年中行事－

１１／３０
（木）

プログラム委員
飯田俊郎・薄井清・金井和夫 
小島政孝・鶴巻孝雄・森山兼光 

最終回「受講のまとめ」 
受講生同士のグループディ
スカッション・発表 
閉講式

１２／７
（木）

時間：午後６時～午後８時
（例外あり）・会場：森野
分庁舎・定員６０人

「まちだ市民環境講座」 
生活と安全

　環境危機を乗り越えていくために、世界でも地域でも様々な努力が重ねられ
ています。今回は特に、緊急課題である「生活の中の安全」を中心に、私たち
のまち・町田の環境問題への取り組み学びます。

講　師テーマ・内容期日
（市民大学推進係）

和光大学助教授 堂前雅史

（オリエンテーション） 
生活の中のリスク
－ＢＳＥ・遺伝子組み換えか
ら考える－

９／１６
（土）

和光大学教授 最首悟水俣にみる環境汚染
 【公開講座】

９／３０
（土）

東京医科歯科大学名誉教授 
人間総合科学大学教授 藤田紘一郎

水と安全
－世界の水・日本の水－

１０／７
（土）

北里大学名誉教授 
北里研究所顧問 石川哲生活の中の化学物質１０／１４

（土）
東京都河川部計画課副参事　
（中小河川計画担当） 長島修一町田の河川の未来１０／２８

（土）
町田市環境・産業部職員 
（コメンテーター）
慶應義塾大学教授 岸由二

町田の谷戸山の未来　１１／１１
（土）

ごみジャーナリスト 江尻京子 
町田市清掃事業部ごみ減量課職員ごみ有料化から１年１１／１８

（土）

一橋大学講師　山下　英俊
日本のごみ、中国へ行く
－国際リサイクルの実態とメ
カニズム－

１１／２５
（土）

町田市教育センター所員 
小山田小学校長 西岡郁雄 
（コーディネーター） 
和光大学助教授 堂前雅史

環境教育 【公開講座】 
－子どもと地域と環境－

１２／２
（土）

町田市環境・産業部環境保全課職員

町田市環境白書 
－環境の保全に向けた取り組
みに対する評価と課題－ 
最終回へ向けての話し合い

１２／９
（土）

プログラム委員 
江尻京子・岸由二・田村勝司 
堂前雅史・深見幹朗・山口拓郎

学習のまとめ 
ワークショップ 
「私たちに何ができるか」

１２／１６
（土）

時間：午後６時３０分～
午後８時３０分（例外あ
り）・会場：森野分庁
舎・定員６０人

「人間科学」 
現代の「生老病死」をみつめる
　医療の発達がもたらす諸問題と生命の誕生から死までについ
て、人権と生命倫理の観点から学びます。

講　師テーマ・内容期日

（市民大学推進係） 
東京医科歯科大学助
教授 田中智彦

（オリエンテーション） 
生きて在ること
―生命倫理への問い― 

９／１５
（金）

明治学院大学教授 
柘植あづみ

つくられる欲望と管理される身
体・生命
―不妊治療・胎児診断・生殖技術―

９／２２
（金）

和光大学助教授
 堂前雅史

私たちの社会と生命科学
―生物としての人間の自己同一性―

１０／６
（金）

東北福祉大学客員教
授・医師 宇野正威

脳と心
―うつと認知症をめぐって―

１０／１３
（金）

ハンセン病弁護団連
絡協議会　
事務局長 安原幸彦

医療と人権
―ハンセン病から考える―　

１０／２０
（金）

映画監督
 宮崎信恵

ハンセン病と元患者の人権
―映画「風の舞」を製作して―

１０／２７
（金）

東京理科大学教授 
田沼靖一

ヒトはどうして老いるのか
―老化・寿命の科学―　

１１／１０
（金）

北里大学名誉教授 
立川昭二

医と死の文化史 【公開講座】
―美術が語る生老病死―

１１／１８
（土）

ノンフィクション
作家 向井承子

病と向き合う
―医療技術と制度のはざまで―

１１／２４
（金）

西嶋医院院長
 西嶋公子町田で終末期医療にかかわって１２／１

（金）

東京大学助教授
 市野川容孝

人間の尊厳について
―生と死の自己決定権の危うさ―

１２／８
（金）

神奈川大学助教授 
星野澄子

学びを終えて
（話し合いとまとめ）

１２／１５
（金）

時間：午後６時３０分～午後８
時３０分（例外あり）・会場：
森野分庁舎・定員６０人

「まちだ市民国際学」 
現代の戦争と平和を考える

　現代の戦争や武力紛争の特徴は、戦争主体の国家や集団の多様性や背景が大
変複雑になっていることです。今日の戦争や武力紛争について改めて学び、私
たちが平和をつくるために具体的に何ができるかを考えます。

講　師テーマ・内容期　日
（市民大学推進係）
一橋大学大学院教授 

内藤正典

（オリエンテーション）
現代の戦争とイスラーム９／１２（火）

フェリス女学院大学教授　
横山正樹

平和とは何か
－非正規性の時代の暴力と平和学－９／１９（火）

成蹊大学教授
　遠藤誠治

平和・軍縮と多国間外交
－アメリカと国連を中心に―９／２６（火）

中東調査会主席研究員
 中島勇

中東における戦争と平和Ⅰ
－パレスチナ問題－１０／３（火）

中東調査会上席研究員
 大野元裕

中東における戦争と平和Ⅱ
―中東情勢、イラクを中心にしてー１０／１０（火）

映画プロデューサー
早乙女愛軍隊を捨てた国、コスタリカ１０／１７（火）

映像ジャーナリスト
綿井健陽戦争とメディア１０／２４（火）

朝日新聞社 松本仁一子ども兵士、アフリカ１０／３１（火）
元早稲田大学教授

中原道子女性と戦争１１／７（火）

成蹊大学・東京経済大学講師
カンボジア教育支援基金代表
 阿木幸男

非暴力ワークショップ
－社会を変革するためのワークシ
ョップ－

１１／１４（火）

市民団体の方など町田での取り組み１１／２８（火）
国際民衆保健協議会（IPHC）
日本連絡事務所代表
 池住義憲

地域から平和を創る
－憲法９条、私たちの生き方、
私たちにできること－

１２／１２（火）

時間：午前９時３０分～午
前１１時３０分・場所：総合
体育館・定員５０人

「心と体の元気学」
ゲームを楽しもう、そして仲間づくりも

ネオテニスやキンボールなどのニュースポーツで力を合わせてチームプレイを楽しみましょう。
講　師テーマ・内容期　日

スポーツ指導者　
竹内伊久

ソフトバレー①
初心者対象の講座です。楽しく身体を動かしましょう。９／１５（金）

スポーツ指導者
　竹内伊久

ソフトバレー②
チームプレーで心を合わせてゲームを楽しみましょう。９／２２（金）

大和市阿波踊り実行委員 
流石香織

阿波踊り①
（初めて阿波踊りをする方の基礎講座）９／２９（金）

大和市阿波踊り実行委員 
流石香織阿波踊り②１０／６（金）

心と体の元気学スタッフ
ネオテニス①
室内で行う「新しいテニス」です。バドミントンラケッ
トでスポンジボールを打ち合います。

１０／１３（金）

心と体の元気学スタッフ
ネオテニス②
ゲームを楽しみ、ネオテニスのスリルと面白さを満喫し
ましょう。

１０／２０（金）

カローリング協会認定講師
 北村茂

カローリング①
氷上のカーリングから考案されたスポーツを楽しみましょう。１０／２７（金）

カローリング協会認定講師
 北村茂

カローリング②
ポイントゾーンを目標に投球し、得点を競いましょう。１１／１０（金）

東京都キンボール連盟
副理事長 鈴木ゆみ江

キンボール①
巨大ボール〔直径１２２cm〕を使う球技です。１１／１７（金）

東京都キンボール連盟
副理事長 鈴木ゆみ江

キンボール②
ゲームを皆で楽しみましょう。１１／２４（金）

※通常の運動に支障のある方、現在治療中の方は医師にご相談の上お申し込み下さい。
※総合体育館駐車場は有料です。
※体育館内で履く運動靴が必要です。

陶芸入門講座
　初心者を対象に創作の喜びと楽
しみを味わいながら、基本的な技
法を学びます
講師：須藤紅洲・会場：陶芸スタジ

オ（下小山田町）・定員２４人
時間：午後２時～（２時間程度）

テーマ・内容期　日
開講
花器（練り込み）９／９（土）

土器９／１６（土）
茶碗９／３０（土）
古代壷
（その１）１０／７（土）

古代壷
（その２）１０／１４（土）

土器・野焼き
（２回成形の土器）１０／２８（土）

陶板
（浮き彫り）１１／１１（土）

自由制作
（手捻り）１１／２５（土）

窯出し・鑑賞・講評
閉講１２／１６（土）

◆１０月２８日（土）大地沢青少年セ
ンターにて、第２回成形・土器の
野焼きを行います。雨天の場合は
１０月２９日（日）に行います。詳細
は講座でお知らせします。

　中小企業退職金共済制度は、中小企業で働

く従業員のための外部積立型の国の退職金制

度です。適格年金制度は、平成２４年３月３１日

までに他の年金制度等に移行するなどの対応

が必要です。中退共制度へ移行する際、適格

年金資産の全額を移換することができます。

制度についての問合わせは

　　　　中退共本部11０３・３４３６・０１５１

□問 経済振興課11７２４・２１２８

―適格退職年金制度から―適格退職年金制度から�
　　　中退共制度へ移行ができます―　　　中退共制度へ移行ができます―�

退職金づくりは中退共で�退職金づくりは中退共で�
―適格退職年金制度から�
　　　中退共制度へ移行ができます―�
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）�休館日　月曜日�
開館時間　午前９時～午後４時３０分�
休館日　月曜日�
開館時間　午前９時～午後４時３０分�


